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少しずつ涼しい日が増えてきましたね。後期は学校祭があります。充実した学校生活となる

よう心理士も応援しています。今回は、「心の距離」についてのお話です。 
 
 

 

 

心理学には、「ヤマアラシのジレンマ」という言葉があります。ドイツの哲学者ショーペンハウ

アーのお話から生まれた言葉です。「ヤマアラシの集団が、寒さに凍えることから身を守るため、

お互い温め合おうとしますが、近づくとハリが当たって仲間を傷つけてしまいます。そこで近づ

いては離れ、近づいては離れを繰り返しながらちょうどよい距離を見つけていく」というお話

です。なんだか人間関係に似ていると思いませんか？ 

相手に近づきすぎると傷つけ合ってしまうし、遠 

くから見ているだけでは距離は縮まらない。どのく 

らいが正しい距離なのか試してみないとわからない 

ですよね。大切なことは、自分がこのくらいがいい 

と思った距離と、相手が望んでいる距離のバランス 

が取れることかもしれません。自分中心に考えず、 

試行錯誤を繰り返しながら、相手にとっても自分に 

とっても心地よい距離が見つかるといいですね。 
 
 

 
 

同じように針を持つ動物のお話に、オランダの作家トーン・テレヘ

ンが書いた小説「ハリネズミの願い」という本があります。 

主人公は、自分に自信のない臆病で孤独なハリネズミです。他の  

動物に遊びに来てもらおうと「キミたちみんなを招待します。」と手紙

を書くのだけれど、「本当にクマが来たら？ゾウが来たら？」と考えて

不安になり、手紙が出せません。そして、頭の中で誰かが訪問してき

たときの想像を巡らせるというお話です。 想像を巡らせているだけ

では、友達は遊びに来てくれないですよね。相手と仲良くしたい時、

「とりあえず行動してみよう！」と、一歩踏み出してみませんか。 


